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新チャンピオンのデュバル（NAKAJIMA RACING)が有終の美を飾る 
ルーキー・オブ・ザ・イヤーは塚越(HFDP RACING)が獲得 

 

 9月27日（日）、今季最終戦となるフォーミュラ・ニッポン第8戦の決勝レースがスポーツランドSUGO（宮

城県）で行なわれ、No.31ロイック・デュバル（NAKAJIMA RACING）が今季4勝目を挙げた。また、No.10 塚越

広大（HFDP RACING）が4位となり、ルーキー・オブ・ザ・イヤー（最優秀新人賞）を獲得した。ドライバーズ

とチームチャンピオンは前戦オートポリスでデュバルとNAKAJIMA RACINGが決定している。 

 

 この日は、昨日の予選から一転、晩秋を思わせる冷え込みとなった。お昼前になると、空は黒い雲に覆われ、

決勝レースがスタートして間もなく霧雨が降り出し、非常に難しいコンディションになった。 

 レースがスタートしたのは午後2時33分。予選トップ3のマシンはいずれもそれほど好スタートではなかっ

たものの、その中で予選2番手のNo.32小暮卓史(NAKAJIMA RACING)が1コーナーまでにトップに立つ。これに

続いたのは、デュバル。さらにNo.1松田次生(LAWSON IMPUL)がアウト側から3番手に浮上しかけたが、松田は

1コーナーにイン側からアプローチしていたNo.8石浦宏明(Team LeMans)と2コーナー進入部分で接触し、ハー

フスピンして、7番手まで順位を落とした。その結果、3番手に石浦、4番手に塚越、5番手にNo.36アンドレ・

ロッテラー、6番手にNo.37大嶋和也(PETRONAS TOM'S)と続く。このオープニングラップの最終コーナーで、ま

ずオーバーテイクボタンをプッシュして、前をうかがったのは塚越。塚越はコントロールラインまでに石浦を

攻略。3番手に浮上している。その後は、小暮とデュバルの2台が逃げる展開。その後方では、7周目のストレ

ートで8 番手争いを演じていたNo.40 リチャード・ライアン(DOCOMO DANDELION)に後方から迫ったチームメイ

トの No.41 伊沢拓也(DOCOMO DANDELION)が接触し、伊沢はフロントウィングにダメージを追い、ライアンもタ

イヤにダメージを負って、両者ともに予定外のピットインを余儀なくされた。ちょうどこの頃から、SUGO には

霧雨が振り出して路面がセミウェットとなり、各車のラップタイムが大きく落ち始める。そのため、トップを

走っていた小暮と松田、大嶋が、13 周を終えた所でピットイン。レインタイヤに交換すると同時に、給油を行

なってコースに戻った。松田と大嶋は、その後チェッカーまで走り続けたが、小暮はレインに交換した後、雨

が降り止んだため、再びスリックに交換。さらに、もう1度レインに交換と、計3 回のピットストップを行な

って、優勝戦線から離脱した。一方、小暮の最初のピットイン後、トップに立ったのはデュバル。その背後に

は塚越が迫り、両者は超接近戦に。さらにその後方から目を見張るような追い上げを見せたのは、No.2ブノワ・

トレルイエ(LAWSON IMPUL)。トレルイエはスタート直後に10番手まで順位を落したが、DOCOMO DANDELIONの2

台がピットインした後、12周目の馬の背コーナーで松田、19周目には同じ馬の背でロッテラーをオーバーテイ

ク。さらに22周目のヘアピン立ち上がりで石浦がスピンすると、3番手まで浮上した。その同じ周の馬の背で

は、トップに立っていたデュバルがブレーキングでコースアウト。塚越がトップに立つ。そこでデュバルは、

22周を終了したところで、ピットイン。同じ周に石浦、予選12位から7番手まで上げてきたNo.20 平手晃平

（ahead IMPUL）もピットに入った。さらに、28周終了時にロッテラー、30周終了時に塚越がピットイン。 

その結果、トレルイエが一時トップに立つ。これに続いたのは、デュバル、No.7国本京佑(Team LeMans)、ロ

ッテラー、平手、石浦。この時点では、レインタイヤ勢のラップタイムの方が、唯一スリックタイヤを装着し

ているトレルイエよりも3～4秒速く、デュバルがみるみるトレルイエの背後に迫ってきた。それをトレルイエ

は何とか凌いでいたが、35周目のSPアウトコーナー立ち上がりで、右側のタイヤを若干縁石に乗り上げて、コ

ントロールを失う。その結果、トレルイエはイン側にコースアウト。コースには戻ったが、デュバルの先行を

許した。さらに38周目のヘアピン立ち上がりでは、ロッテラーがトレルイエをオーバーテイクし2番手に浮上

する。その後方のドライバーもトレルイエに迫るが、トレルイエはオーバーテイクシステムで巧みに加速し、
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さらに 1 コーナーのブレーキングは誰よりも遅く、スリックタイヤとは思えない技を見せ、レインタイヤの後

続車に簡単には抜かせなかった。これが今日のレース最大の見所となり、場内を大きく沸かせる。しかし、結

果的に雨が弱まることは無く、43 周目のSP アウトコーナー立ち上がりで平手、44 周目のレインボーコーナー

では塚越、45周目のヘアピン立ち上がりでは石浦が、それぞれトレルイエの前に出ることに成功した。その後、

49周目の1コーナーでは4番手に浮上していた塚越がコースアウト。一時は石浦が前に出る。しかし、塚越は

57周目の1コーナーでオーバーテイクボタンを使用して、再び石浦の攻略に成功した。トレルイエや塚越だけ

でなく。このレースでは各ドライバーがスタートダッシュから、要所要所でオーバーテイクシステムを活用。

抜きにくいと言われるこのサーキットで多くのパッシングシーン、ドライバーの意志が伝わるバトルシーンを

観客に披露していた。 

 レインに履き替えてからトップを奪った時点で、デュバルはすでに14秒ほどのマージンを持っていた。終盤

にはロッテラーがその差を詰めたが、最後まで届かず、デュバルが有終の美を飾る今季4勝目をマーク。2位に

はロッテラーが入賞した。3位には、レインに履き替えるタイミングがピシャリとはまった平手。今季初表彰台

を獲得した。以下、塚越、石浦、大嶋、松田、国本までが入賞した。 

 

今回のレースで最大の見せ場を作ったトレルイエは、最終的には 9 位に終わり、ポイント獲得はならなかっ

た。しかし、小暮が大きく順位を落としたため、ドライバーズランキングでは、トレルイエが 2 位をキープ。

ロッテラーが今日の結果で3 位に浮上。小暮は4 位に留まった。またチームランキングでは、PETRONAS TOM’S

が2位となり、これまで6年間連続でチームタイトルを獲得してきたIMPULは、今季は3位でシーズンを終え

た。 
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決勝トップ3ドライバーのコメント 

 

優勝 No. 31 ロイック・デュバル（NAKAJIMA RACING） 
 いつものように素晴らしいスタートを決めたんだけど(笑)、実際にはクルマのセットアップを少し失敗してし

まって、序盤はとてもオーバーステアが強かった。その後、雨が降り始めてからは、チームメイトよりも僕の方

が少し速くて追いついていったんだけど、どんどんラップタイムは落ちていく方向だったし、やっぱりオーバー

ステアが強くて、エンジニアにピットに入りたいと言ったんだ。ちょうど、その周に僕はコースアウトしてしま

った。通常、僕らのクルマはこういうコンディションで速いし、今日も高速コーナーでは問題なかったんだけど、

あのコーナーでは全くノーグリップだったんだ。そして、コースアウトしたことをきっかけに、ここでやっぱり

ピットに入るべきだという風に、最終的に決めたんだ。今日のコンディションはとても予想しづらいものだった。

チームメイトは僕より少し速めにピットに入ったけど、あまり良くなかったみたいだし、僕が入ったタイミング

が結果的にはちょうと良かったんだと思う。そのおかげで今日のレースで優勝できたと思うし、ハッピーだよ。 

 

決勝2位 No. 36 アンドレ・ロッテラー（PETRONAS TOM'S) 
 いいレースだったと思うよ。予選7番手から2位でゴールすることができたんだから、間違いなくいい結果だ

ったと思う。もちろん、後から振り返れば、もう少し早目にピットインした方が良かったかも知れない。でも、

ロイックがミスして前に出ることができてから、“もしかしたら優勝できるかも知れない”と思っていたし、今日

みたいなコンディションではピットインの正しいタイミングをはかるのは難しい。ひょっとしたら雨が止む可能

性だってあったし、そのまま降り続く可能性もあったからね。最初に僕からチームにタイヤを変えたいとは言っ

た。そうしたらチームが｢すぐにピットインしろ｣と言ってきたんだ。だけど、本当にピットに入った方がいいか

どうか、もう1周確かめてから入ったんだよね。ひょっとしたら、そこでもう少し早めに入った方が良かったの

かも知れないけど、結果としては大きな差はなかったと思う。でも、3 戦連続で表彰台に立つことができたし、

ランキングでも小暮選手を抜いて3位になることができて嬉しいよ。 

 

決勝3位 No. 20 平手晃平（ahead IMPUL） 
 予選の順位が悪くて、今日は後方からのスタートでした。予選ではクルマのセットアップにかなり苦戦して、

本当に自分の限界というか、クルマの限界があそこだったんです。だから、昨日から今日にかけて、エンジニア

とすごく相談した結果、決勝に向けてはそこそこいいクルマに仕上がりました。昨日よりは遥かにいい状態にな

ったと思いますし、朝のフリー走行でも回りと遜色ないぐらいのタイムでは走れていたので、レースは思い切っ

てスタートしたんです。でも、途中で雨が降ってきて、チームからは｢早めにピットに入れ｣と指示があったんで

すけど、回りも結構スリックタイヤの人たちが多かったですし、まだドライで引っ張れそうでしたし、そこで少

し頑張って、｢このタイミングだ｣と思って入りました。それが結果的に良かったと思いますし、この順位に来ら

れたんだと思います。 

 

優勝チーム監督 中嶋悟（NAKAJIMA RACING） 
 優勝できて、喜んでいます。予選も2台揃って1番、2番を取れましたし、決勝もと思ったんですけど、1台は

ちょっとピットインが早過ぎて。その結果、もう1台はピットインをもう少し遅らせたということで、色々あっ

た最後のレースでした。メカニカル的にも色々あったんですけど、ちゃんと全て結論を出していただけたので、

すごくハッピーな終わり方だと思っております。 
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◆2009年チャンピオン記者会見 

 

ドライバーズ部門：No.31 ロイック・デュバル(NAKAJIMA RACING) 
 今年はとてもいいシーズンだった。初めからクルマのパフォーマンスがあったし、残念ながリタイヤしてしま

った序盤のもてぎのレースを除いて、ほとんど全てのレースを表彰台で終えることができたからね。それに3回

ポールポジションを獲って、4 勝することができた。チームは素晴らしい仕事をしてくれたし、ホンダも素晴ら

しいエンジンを用意してくれたし、完璧なシーズンだったんじゃないかと思う。みんなでチャンピオンとなるに

ふさわしい仕事ができたと思うよ。それに最終戦では（規定によって、これまでから）ダンパーの一部を変えな

ければならなかったけど、それでも僕らが速いということが証明できたし、とてもハッピーだよね。 

 

チーム部門：中嶋悟監督（NAKAJIMA RACING） 
 本当に久しぶりにチャンピオンチームになれたことを素直に喜んでおります。ロイックと小暮くんがチーム内

でも本当にいい戦いをしてくれて、得られた結果だと思います。エンジンもいいし、クルマもいいし、メカニッ

クもエンジニアもみんな頑張ってくれて、チームのチャンピオンが獲れたのが嬉しいですね。ただ、予選 1－2

を何回も獲りながら、1－2フィニッシュができたのが1回だったので、できればもう1回ぐらいはやりたかった。

でも、それだけ今年はチームの状況が良かったんだと思います。 

 

 

◆2009年ルーキー・オブ・ザ・イヤー記者会見 
 

ルーキー・オブ・ザ・イヤー：No.10 塚越広大(HFDP RACING) 
 まず本当に、ルーキー・オブ・ザ・イヤーを獲れたこともそうですが、ホンダさんやリアルレーシングの皆さ

んが支えてくださったおかげで、今年1年戦うことができました。初年度ということで、経験不足だったり勉強

不足だったり、自分のミスだったり、足りない部分がいっぱいありましたし、最終的には表彰台にも乗れなかっ

たんですけど、1 戦 1 戦いい勉強ができて、成長することができたと思います。今週は最初から調子が良かった

ので、何とか上位に行きたいと思っていましたが、1 周目で引き離されてしまいました。その後、雨が降ってき

てからは、ウチのクルマはああいうコンディションでは強くて、差を縮めることができました。その後、一時ト

ップに立ってからも、ペースを守って走ることができましたし、レインタイヤに交換してからもいいペースで走

れたと思います。ただ、自分のミスでスピンしてしまいましたし、そういう部分が足りないのかなと改めて反省

もしました。 
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第8戦スポーツランドSUGO・決勝結果  スポーツランドSUGO 3,704m × 62Laps= 229.664 km 

■開始／終了時間：14:33～15:58｜天候：雨｜コース：ウェット｜気温/路面温度：18℃/22℃ 

Po No Name Team Laps Time Delay

1 31 ロイック・デュバル NAKAJIMA RACING 62 1 :25 '52 .893

2 36 アンドレ・ロッテラー PETRONAS TOM'S 62 1 :25 '58 .216 5.323

3 20 平手 晃平 ahead IMPUL 62 1 :26 '20 .957 28.064

4 10 塚越 広大 HFDP RACING 62 1 :26 '40 .654 47.761

5 8 石浦 宏明 Team LeMans 62 1 :26 '46 .173 53.280

6 37 大嶋 和也 PETRONAS TOM'S 62 1 :27 '05 .195 1'12.302 

7 1 松田 次生 LAWSON IMPUL 62 1 :27 '09 .708 1'16.815 

8 7 国本 京佑 Team LeMans 61 1 :26 '09 .654 1 Lap 

9 2 ブノワ・トレルイエ LAWSON IMPUL 61 1 :26 '14 .878 1 Lap 

10 32 小暮 卓史 NAKAJIMA RACING 61 1 :27 '10 .406 1 Lap 

11 41 伊沢 拓也 DOCOMO DANDELION 60 1 :26 '00 .442 2 Laps

12 48 立川 祐路 CERUMO/INGING 60 1 :26 '04 .882 2 Laps

13 40 リチャード・ライアン DOCOMO DANDELION 58 1 :26 '15 .753 4 Laps

　　　　　　　　＊＊＊＊　以上完走（規定周回数 55Laps）　＊＊＊＊

◎Fastest Lap：　No.31 ロイック・デュバル（NAKAJIMA RACING）　1'09.220(192.651Km/h) / 4Lap
 

車両：FN09／タイヤ：ブリヂストン 

■シリーズ・ランキング（2009年全戦終了） 

　◎ドライバーズ 　◎チーム

Rank No Name Points Rank No Name Points

1 31 ロイック・デュバル 62 1 31/32 NAKAJIMA RACING 93

2 2 ブノワ・トレルイエ 40 2 36/37 PETRONAS TOM'S 52

3 36 アンドレ・ロッテラー 39 3 1/2 LAWSON IMPUL 50

4 32 小暮 卓史 37 4 20 ahead IMPUL 31

5 20 平手 晃平 32 5 7/8 Team LeMans 31

6 8 石浦 宏明 30 6 40/41 DOCOMO DANDELION 25

7 10 塚越 広大 20 7 10 HFDP RACING 20

8 41 伊沢 拓也 14 8 48 CERUMO/INGING 9

9 37 大嶋 和也 13

10 40 リチャード・ライアン 11

11 1 松田 次生 11

12 48 立川 祐路 9

13 7 国本 京佑 1

　◎ルーキーズ

Rank No Name Points

1 10 塚越 広大 20

2 37 大嶋 和也 13

3 7 国本京佑 1  
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